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アニメーテッドラーニング
学びとコミュニケーションのスパイラル



アニメで
“ひこーき公園の未来図”を描いてみよう！

• 2019年12月26日、27日、2020年1月12日

• 埼玉県朝霞市の街区公園と市民センター

• 小中学生が公園の老サクラや環境を観察し、公園の未来図
を短いアニメで表現する

• 参加8名(市内公立小中学校の児童生徒)





アニメ制作という楽しい体験
子どもがまちづくりに参加できるという意識

• アニメーテッドラーニングの課題

– 単発WSの限界：継続的な活動、学校や課外活動との連携

– 学びを深める：学習や調査の時間確保、関連分野の専門家や学校
教員との連携

– 学習者の創意工夫や試行錯誤を引き出す指導法、指導力

– アニメ完成という時間的プレッシャーから解放：回を重ねて、学習者
のアニメ制作技能を向上させる

• 報告＞＞http://alljp.org/report-workshop2019asaka





朝霞で見つけたモノを観察して
アニメにしよう！

• 2020年12月27日、2021年1月6日、7日

• 埼玉県朝霞市の市民センターでの対面またはリモート参加

• アニメ制作を学びながら、自分の気持ちやアイデア、自分が
発見したコト／考えたコトを視覚言語で表現し発表する

• リモート参加 1名(市内公立小学校の児童)
• ALLjp初の完全リモートでのワークショップ

対面活動できず、
妥協もしましたが、
成果もありました！





アニメ制作はリモート指導できる

• デジタルネイティブ：デバイスやアプリの操作に障害なし

– 学習者にアニメ制作や表現力の基礎力が必要

• 1対1、1対少人数に適している

– 課題：リモートに適したチーム作業ツールや指導の準備

• 家庭環境：保護者等の理解と経済力／新しい格差

– ネットワーク保証、自由に使える機材タブレットやスマホ

– 集中できるスペースの確保

• アナログな指導がやり難い



ZOOMミーティング
(有料版)
Stop Motion Studio
(無料Android版）



アナログな指導がやり難い

スクリーン越しのもどかしさ：学習者の行動を確認できない
学習者がZoom画面から外れてしまうと様子がわからなくなる！

付箋を使うKJ法に慣れていない



ありがとう ２０５系
JR武蔵野線の列車205系が
昨秋引退。
ジャカルタで活躍しているこ
とを伝えたい。
https://youtu.be/iNij6pA4Ihk

「伝えようとしたことがちゃんと伝わった」と
思う。
• 後継電車の231系が先輩の205系に「もう

すぐ引退するんだ、今までありがとね」と
伝えた。

• そのあとに「205系は引退してもジャカルタ
で走り続けています」と、現在の様子も伝
えることができた。

• エンドクレジットで青い背景に灰色背景の
「end」文字を下から上に上げながら入れ
て「終わった」という感じが出た。

• 出典を明記しなければいけない。

ひろっち作「ありがとう 205系」



学びを深める、伝えたいコトを物語にする

• アニメ制作を通じて学びを深める

– アニメだからできることを啓発する

– プリプロダクションの枠組みとツールを開発する

• 情報、学んだことやアイデアをアニメ表現に置き換える

• 餅は餅屋

– 教育の専門家や社会活動家との連携を広げる

– アニメーターの志向「うまく表現させてあげたい」を活かす

• 近日中に報告公開＞＞http://alljp.org/



http://alljp.org/guidance



日本流アニメーテッドラーニング

• アニメーテッドラーニングは海外実践の日本輸入に始まる

– デンマーク（The Animation Workshop/Animated Learning Lab)
– ブラジル(Anima Mundi/MUAN）

• 日本と外国の教育制度や社会活動、文化などの違い

– 日本流アニメーテッドラーニングの開発と普及を目指す

– デンマークのAnimated Learning Labとは提携関係

• 20年秋、日本語教材「指導者向けガイダンス」開発開始



オンライン指導者向けガイダンス
＜アニメ表現のハードルを下げる＞

• アニメーテッドラーニングを初めて実践するファシリテーターの
「困りごと」に答えるための補助教材

– 教職員、放課後・課外活動の指導員、社会活動のファシリテーター

– 中等・高等教育を受ける学生

• アニメつくりと発表＝学びとコミュニケーションのツール

– アニメーテッドラーニングの「プラス・スパイラル」の解説

– 初歩的な技術要件の解説

• 情報・知識の「物語化」と「アニメへの置き換え」工程の平準化



アニメーテッドラーニング
学びとコミュニケーションのスパイラル



ガイダンス：再現性の確保

• 学校、放課後活動、社会活動
等のどのような場でも、アニメ
制作ができる

– 最小限必要な環境

– 安価に、誰でも入手できる、機材
とアプリ

– おにぎり顔の切り絵、平面キャラ
クターの部材、ワークシート等

– 工程、作業の平準化



ガイダンス：開発体制

• アニメーテッドラーニングらぼ

• 共同研究：文化学園大学　昼間教授と荒井准教授

• 協働：ACT8の松本くみ子氏（臨床発達心理士、学校心理士）

– 主体的なコミュニケーション力を引き出す教材の開発、「おにぎり顔」

• ウェブサイトのプログラム開発：エーナ株式会社

• フリーランスのデザイナー、アニメーター



遠大な構想です
みなさんのお力
をお借りしたい！





ガイダンス第1期開発、2020年度



ガイダンス：練習ワーク０



ガイダンス：練習ワーク０
この動きは、どんな気持ち？

• 対象：アニメ制作未経験者・初心者向けのウォームアップ

• 目的：アニメーションの動き／変化が感じさせる「つくり手の意
図や、なんらかの意味がある」を重要視し、学習者がその考
えや情報・知識を表現する手段にできることを体験する。

• 活動の流れ：参考アニメと顔の表情を描いた「おにぎり顔」を
用い、「この動きは、どんな気持ち？」を感じ取る。

– 参考アニメ：単純な形状のモノがさまざまに動く短いアニメ。

• 発表：学習者が選んだ「おにぎり顔」を見せながら、モノの気
持ちを発表する。話し合い。



朝霞ワークショップの「練習ワーク０」

参考アニメ1-1 https://youtu.be/G6vahKZm4Ks
顔はNo.38。 
迷っている感じがして、はてなの顔を選んだ。

参考アニメ1-1 https://youtu.be/rB7b3Gj_WxU
顔はNo.12。  
暇そうな感じ。ごろごろ蛇行している感じ。



朝霞ワークショップの「練習ワーク０」

参考アニメ1-2 https://youtu.be/zfyR61jheWY
顔はNo.22。

疲れ果てた感じ。マラソンしている最後の方という感
じ。ふらふらしている。形より動きが気になる。

参考アニメ1-3 https://youtu.be/uo7kBEg9Sl8
最初はにこにこ。顔はNo.37、何かが来て、何かなと
不思議に思い No.38に変わり、最後にNo.2。怖い、
という感じ。ピンクのものが加わって、それにボール
が反応した。



205系に、おにぎり顔の口と目をつけよう！

おにぎり顔のほっぺを
ピンクに塗ってみよう
かな！

引退する205系を後輩の231系が
笑顔で見送るから、電車の顔に
口と目をつけてたい！



アニメーテッドラーニングには、さまざまな分野の専門家

や官民の協力者・団体などとの連携が欠かせません。

アニメーテッドラーニングらぼは、学習や社会活動の現

場と内外の専門家・専門機関との橋渡し役を目指します。

日本流アニメーテッドラーニングを広めましょう！

http://alljp.org/


